
※　必ず取り外してください　※

留め金を外すまでは、決して電源を入れないでください。！ ！

フードカバーを外して

留め金を
外してください

レンズキャップを
外してください



ID を変更される場合、お読みください。

　　　　　　　

　　　　　　　　　※カメラの初期値は、　ID：「001」　　プロトコル：「PELCO_D」　　ボーレート：「9600」　です。※

複数台のカメラを 1台の PTZ カメラコントローラー NS-3000N や DVR で制御するには、カメラ毎に ID を振り分ける必要があります。

また、同様の操作で、カメラのボーレートを決定し、NS-3000N や DVR からのボーレートと同一にすることで、通信が可能となります。

（NS-3000Nから（NS-3000Nを使用して）カメラの IDを決定する手順）

① カメラ、コントローラ、モニターを正しく接続した状態（映像 /RS-485）で、NS-3000N の「MENU/AUTO」ボタンを押します。

② モニターに「Main MENU」が表示されますので、スティックで「DOME」を選択し、「OPEN」ボタンを押します。

③ 「DOME＞GENERAL1」をスティックで選択し、「OPEN」ボタンを押すと《GENERAL SET UP》画面が表示されます。

④ 「VIRTUAL ADDR」を選択し、スティック左右で「001」～「255」 のカメラ ID を決定し、「ENT」ボタンを押します。

⑤ 「BAVDRATE」が 9600bps であることを確認して下さい。

⑥ スティック上下で「Save and Exit」を選択し、《Main MENU》にて Exit を選択して下さい。

⑦ ※上記操作によってカメラIDや、ボーレートの変更した値が、NS-3000Nの設定値と一致しなくなった場合は、通信ができなくなります。

その場合は、NS-3000N 側設定 (次頁 )を参考に NS-3000N 側の設定値（ID、ボーレート）をカメラ側に合わせることで通信が可能となります。



3. パスワードを入力します。（4桁）

※初期パスワードは「0000」
[PTZ SETUP  1]

PASSWORD[****]

WDS PEL-D 9.6K

ID:1_

WDS PEL-D 9.6K

ID:001

4.「ADDRESS」をカメラで設定したIDに変更します。（001～255）

   → で数値を変更します。「SETUP」を

変更すると、「ADDRESS」の値も変化します。

   ↓ で次へ

[PTZ SETUP  1]

1.ADDRESS : 　001

[PTZ SETUP  2]

1.ADDRESS : 　002

NS-3000N によるカメラのIDの設定01

5.「MODEL（カメラの名前）」を設定します。

初期設定「WDS」になっていればOKです。

別の名前になっている場合は、　  →で

切り替えます。

 　↓で次へ

[PTZ SETUP  2]

2.MODEL : 　WDS

6.「PROTOCOL（プロトコル）」を設定します。

初期設定「PEL-D」になっていればOKです。

別の名前になっている場合は、　  →で

切り替えます。

 　↓で次へ

[PTZ SETUP  2]

3.PROTOCOL : 　PEL-D

アイコンの説明

2.まずはボタン　　を押し、液晶モニター内のカーソ

ルが点滅中に　　を 2～ 3 秒長押しして、PTZ制御設

定メニューに入ります。

1.電源を入れると、NS-3000Nの液晶ディスプレイに左

の画面が表示されます。

→ ステイックを矢印の方向へ倒す

SET

1

（操作するカメラが複数台ある場合）

例:ID 002の場合

NS-3000N によるカメラのIDの設定02

9.「PROP（速度）」を設定します。

初期設定「ON」になっていればOKです。

OFF になっている場合は、　  → で

切り替えます。

 　↓で次へ

[PTZ SETUP  2]

6.PROP:  ON

10.設定を保存します。

「SAVE」の右側に▷が出ている状態で　　→

OKと出たら保存完了です。（OKの文字は

すぐに消えて▷に戻ります。）

 　↓で次へ

[PTZ SETUP  2]

7.SAVE 　　▷

11.設定を終了します。

「EXIT」が出ている状態で　　 →
[PTZ SETUP  2]

8.EXIT 

WDS PEL-D 9.6K

ID:1

WDS PEL-D 9.6K

ID:002

8.「PARITY」を設定します。

初期設定「NONE」になっていればOKです。

別の名前になっている場合は、　  → で

切り替えます。

 　↓で次へ

[PTZ SETUP  2]

5.PARITY:  NONE

ENT

ENT

7.「BAUDRATE（通信速度）」を設定します。

　 → を数回操作し、数値を 9.6 に切り替えます。

　 ↓で次へ

[PTZ SETUP  2]

4.BAUDRATE: 　2.4

4.BAUDRATE: 　9.6

12. 設定内容が表示された画面に切り替ります。

ID に設定した 3 桁のナンバーを入力し、　　を押します。

これで、カメラの ID とリンクされ、メニュー操作が可

能になります。

例：ID 002 のカメラメニューを操作する場合、

 を押します。0 0 2



 
接続方法(例)
(RS485)

映像線(黄色)
CVBS

「白地に赤色の1点線」と
「白地に黒色の1点線」以外の線
：通常使用しません

イラストは全てイメージです。

背面から見ると画像の
ように、文字が逆さに
なっています。

電源線(赤色)
DC12V2AのACアダプターと
接続します。

映像線(黒色)
AHD(902)
HD-SDI(903)

白地に黒色の1点線：
RS485(－)やTRｘ(－)へ接続します。

信号線(制御線)
AWG#22以上(約0.7mm)の被覆線(2芯シールドツイストペアケーブルなど)を使用し接続します。
(分かり易くするため「+」を赤、「-」を黒にしてあります)
「+」と「-」を間違えないで接続してください。

PTZカメラ複数台の場合は、信号線をコントローラーまでの間で結線して「+」「-」1本にずつにして、通信連結コネクターに接続してください。

カメラ設置前にカメラから出ている
「白地に赤色の1点線」と「白地に黒色の1点線」のケーブルを
通信連結コネクターの接続部に直接つなぎ、カメラIDの振り分け
を行ってください。
理由：振り分けを行わないとカメラをコントロールすることがで
きません。設定方法は、他のページをご覧ください。

白地に赤色の1点線：
RS485(+)やTRｘ(+)へ接続します。

NS-3000N背面
通信連結コネクター
NS-3000N背面

通信連結コネクター

NS-3000NNS-3000N

NS-AH902PRC、
NS-HD903PRMPX


